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11

月
15

日
か
ら
17

日
の
３
日
間
に
渡
り

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
役
員
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
昨
年
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
影
響
か
ら
収
束
傾
向
に
あ
り
、
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
で
研
修
を

行
う
事
と
し
役
職
員
14

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

例
年
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
開
催
に
合
わ

せ
て
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
Ｊ

Ａ
北
海
道
大
会
へ
の
参
加
人
数
が
限
ら
れ
て

お
り
向
井
地
組
合
長
が
出
席
し
、
そ
の
他
の

役
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
の
研
修
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

1

日
目
は
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
に
て
、
「
農
協

法
と
役
員
の
職
責
」
を
研
修
テ
ー
マ
と
し

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
当
日
、
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ

ジ
の
神
丸
校
長
、
中
島
教
頭
、
木
川
田
研
修

部
長
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
が
、
稚
内
勤

務
の
経
験
が
あ
り
宗
谷
と
は
縁
も
深
く
、
懐

か
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

早
速
研
修
に
入
り
、
先
ず
神
丸
校
長
よ
り

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
の
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
10

年
、
北
海
道
庁
「
北
海
道
産
業
講
習

所
」
と
し
て
開
設
さ
れ
、
50

年
間
道
が
運
営

主
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
３
回
の

改
称
を
経
て
昭
和
45

年
、
「
北
海
道
農
業
協

同
組
合
学
校
」
に
改
称
さ
れ
、
北
海
道
か
ら

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
に
運
営
を
移

管
し
今
年
で
50

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
は
3

部
門
、
20

名
の
職

員
で
対
応
し
て
お
り
、
研
修
事
業
で
は
、
当

農
協
の
役
職
員
も
受
講
し
て
い
る
研
修
も
あ

り
、
年
間
70

回
の
各
研
修
計
画
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
各
研
修
の
中

止
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

学
生
事
業
で
は
、
１
年
間
の
全
寮
制
、
2

ク
ラ
ス
と
し
、
卒
業
生
が
各
Ｊ
Ａ
に
就
職
の

際
、
話
が
出
来
る
人
間
形
成
を
目
指
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
在
学
中
の
資
格
取
得
も
各
種

あ
り
合
格
率
も
高
い
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
。

近

年

は

就

職

予

定

Ｊ

Ａ

か

ら

要

望

が
JAカレッジでの研修の様子

神丸校長先生

木川田研修部長



あ
り
、
家
畜
人
工
授
精
師
の
資
格
取
得
も
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
年
々
受
験
者
・
入
学
者
数

が
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
定
員
60

名
の
と
こ

ろ
10

年
前
は
２
０
０
人
を
超
え
る
受
験
者
（
内
大
学

生
１
１
５
人
）
が
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
に
お
い

て
は
53

人
（
内
大
学
卒
６
人
）
と
の
事
で
し
た
。

引
続
き
、
木
川
田
研
修
部
長
よ
り
研
修
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
農
協
法
に
よ
る
組
合
員
の
条
件
、
義
務
等

の
基
本
的
な
部
分
、
理
事
・
監
事
の
責
任
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
は
理
事
会
に
お
い
て
組
合
の
業
務
執
行
に
関

す
る
意
思
決
定
を
行
い
、
他
の
理
事
の
職
務
の
監
視

義
務
を
負
う
な
ど
の
責
務
が
あ
り
、
監
事
は
業
務
・

会
計
監
査
の
権
限
を
持
ち
理
事
が
行
う
業
務
執
行
、

会
計
を
監
査
す
る
機
関
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
責

を
担
う
基
本
的
部
分
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
過
去
に

発
生
し
た
役
員
責
任
に
係
る
事
例
を
基
に
経
営
判
断

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
経
営
者
は
失
敗
を

恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
」
と
の
言
葉

で
最
期
を
締
め
て
頂
き
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
ホ
ク
レ
ン
本
所
に
お
い
て
、
生
乳
受
託

課
、
佐
藤
課
長
か
ら
生
乳
需
給
を
取
り
巻
く
動
向
及

び
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
生

乳
生
産
量
の
推
移
は
７
月
に
猛
暑
の
為
一
時
下
が
っ

た
が
回
復
も
早
く
、
１
番
牧
草
の
品
質
・
収
量
、
２

歳
以
上
の
ホ
ル
雌
頭
数
が
増
え
て
い
る
の
で
、
前
年

以
上
で
推
移
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。
用
途
別
販
売

動
向
に
お
い
て
は
、
飲
用
向
け
は
都
府
県
の
実
質
冷

夏
に
よ
る
需
要
低
迷
、
都
府
県
の
生
産
増
に
よ
る
道

外
移
出
の
減
少
、
加
工
向
け
に
つ
い
て
は
生
産
量
の

増
加
、
道
外
飲
用
向
け
の
減
少
に
よ
り
製
品
在
庫
量

が
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響

が
大
き
く
、
昨
年
は
消
費
を
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き

が
あ
っ
た
が
今
年
は
鈍
い
傾
向
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

年
末
年
始
・
年
度
末
は
動
き
が
少
な
い
時
期
で
も
あ

り
、
一
時
的
な
生
産
抑
制
の
対
策
が
必
要
と
な
る
が
、

「
出
口
対
策
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
全
て
や
る
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

参
加
し
た
役
員
か
ら
も
質
問
、
要
望
等
が
発
言
さ

れ
、
佐
藤
課
長
か
ら
は
、
「
抑
制
は
出
来
る
だ
け
し

た
く
は
な
い
、
若
い
人
、
新
規
就
農
者
に
向
け
て
も

抑
制
は
控
え
て
い
き
た
い
。
」
と
お
話
し
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
の
研
修
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ

た
役
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
役
員
と
し
て
の
責
務
、

生
乳
需
給
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
再
認
識
で
き
日
常

業
務
に
直
結
す
る
内
容
と
な
り
、
2

日
間
の
研
修
を

終
え
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

ホクレン農業協同組合

生乳受託課 佐藤課長
ホクレン本所での研修の様子



9
月
28
日
、
日
本
農
業
新
聞
の
令
和
2
年
度
長
期
普

及
優
績
Ｊ
Ａ
表
彰
状
が
当
農
協
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
農
業
新
聞
長
期
普
及
優
績
と
は
、
Ｊ
Ａ
が
取
扱

う
日
本
農
業
新
聞
が
5
年
間
増
部
し
た
Ｊ
Ａ
に
対
し
送

ら
れ
る
も
の
で
、
令
和
2
年
度
で
は
、
全
国
で
37
Ｊ
Ａ

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
農
業
新
聞
の
推
進
に
貢

献
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
本
農
業
新
聞
北
海
道
支
所
の
岡
部
支
所

長
が
来
訪
さ
れ
、
支
所
長
よ
り
向
井
地
組
合
長
へ
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

農
業
情
勢
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
昨

今
、
日
本
農
業
新
聞

を
購
読
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
情
報
収
集

の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

購
読
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
11
月
よ
り
電

子
版
も
創
刊
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
か
た
は
、
営

農
部
営
農
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

後
藤
亮
介
さ
ん
・
栞
さ
ん

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
度
、
歌
登
の
後
藤
亮
介
さ
ん
と
間
見
谷
栞
さ
ん
が
ご
結
婚
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

後
藤
亮
介
さ
ん
は
後
藤
英
治
さ
ん
の
長
男
で
、
妻
の
栞
さ
ん
と
は
知
人

の
紹
介
で
知
り
合
い
、
人
柄
に
惹
か
れ
今
年
の
初
め
に
交
際
が
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
９
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
２
人
に
結
婚
後
の
目
標
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
、

結
婚
後
、
経
営
面
で
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
た
め
、
ま
ず
は
土
台
を

し
っ
か
り
と
作
り
、
け
が
の
無
い
よ
う
仕
事
に
慣
れ
、
健
康
な
乳
牛
を
育

て
て
い
き
た
い
し
、
家
庭
面
で
は
こ
の
先
喧
嘩
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思

う
が
、
そ
れ
で
も
お
互
い
に
支
え
合
い
、
い
つ
も
で
も
仲
良
く
牧
場
運
営

を
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
で
、
集
会
等
の
自

粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
北
海
道
で
は
9
月
30
日
で
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
緊
急
事
態
措
置
が
終
了
と
な
り
、
こ
れ

を
機
に
女
性
部
で
は
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
で
座
談
会
を
開
催

し
、
部
員
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
に
決
ま
っ
た
議
題
は
な
く
、
近
況
報
告
や
、
日
頃
か
ら
の

疑
問
に
対
し
皆
の
意
見
を
聞
く
事
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。特

に
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
仕
事
の
こ
と
で
、
子
牛

の
飼
養
管
理
や
、
体
細
胞
に
つ
い
て
話
合
い
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
昼
食
を
取
ら
ず
に
、
２

時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
中
で
の
座

談
会
で
し
た
の
で
、
ま
だ
話
足
り

な
い
方
も
い
た
み
た
い
で
、
次
回

は
勉
強
会
等
で
皆
様
が
集
ま
れ
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
で
解
散
と
な

ま
し
た
。

Aコープ歌登店セミセルフレジへ

Ａ
コ
ー
プ
歌
登
店
で
は
、
12

月
１
日
よ
り
セ
ミ

セ
ル
フ
レ
ジ
を
導
入
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
お
金
を
触

る
機
会
を
減
ら
す
目
的
と
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る

為
、
店
員
が
商
品
情
報
を
レ
ジ
に
登
録
し
、
顧
客
自

身
が
精
算
機
で
決
済
す
る
、
セ
ミ
セ
ル
フ
方
式
の
レ

ジ
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
ジ
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
金
の
他
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
「
Ｐ

ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
」
な
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
決
済

な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
対
応
し
、
ま
す

ま
す
便
利
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
な
商
品
展

開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
買
い
物
の
際
に
は
、

ご
意
見
な
ど
お
気
軽
に
申
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

※

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
対
応
会
社
等
に
つ
い
て

は
、
Ａ
コ
ー
プ
歌
登
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セミセルフレジを導入した、店舗内写真。



マ
イ
ナ
ビ
農
林
水
産
就
農FEST

10

月
30

日
、
北
海
道
自
治
労
会
館

（
札
幌
市
）
で
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
主

催
の
農
林
水
産
就
農
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
が
開
催

さ
れ
、
枝
幸
町
農
業
推
進
連
絡
協
議
会

が
出
展
し
ま
し
た
。

北
海
道
で
就
農
相
談
会
が
開
催
さ
れ

る
の
は
、
2
年
ぶ
り
と
な
り
、
多
く
の

来
場
者
が
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
が
、
来
場
者
49
組
で
以
外
に
少
な
く

農
業
へ
の
興
味
が
以
前
に
比
べ
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

出
展
ブ
ー
ス
は
、
畑
作
か
ら
畜
産
の

23
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
新
規
就
農
支
援
や

就
農
の
相
談
が
あ
り
、
酪
農
に
関
連
す
る

ブ
ー
ス
が
10
ブ
ー
ス
あ
り
ま
し
た
。

枝
幸
町
の
ブ
ー
ス
に
は
、
20
代
の
4
組

が
、
就
農
す
る
為
の
道
の
り
や
資
金
に
つ

い
て
相
談
さ
れ
、
真
剣
な
眼
差
し
で
酪
農

経
営
に
つ
い
て
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
参
加
し
、
枝
幸
町
で
農
業
に
従

事
で
き
る
切
っ
掛
け
に
な
る
よ
う
声
を
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11

月
9

日
～
10

日
に
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
組
合
員
懇
談
会
が
振
興
セ
ン

タ
ー
・
歌
登
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
挨
拶
で
は
令
和
３
年
度
の
決
算
見
込
み
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
影
響
下
の
中
、
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品
の
需
要
供
給
や
生
産
乳
量

な
ど
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営
農
部
営
農
課
の
奥
平
課
長
か

ら
営
農
計
画
書
作
成
時
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
後
、
西
澤

営
農
部
長
か
ら
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
組
合
員

か
ら
は
、
自
然
災
害
等
の
要
望
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
終
了
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
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寒 冷 対 策

最近はどんどん日も短くなり、寒さも増してきました。そこで今回は寒冷対策に

ついてお伝えしていきたいと思います。

牛の寒さへの強さについて

牛は比較的寒さに強い動物ですが、約１４℃から寒冷ストレスを受け始めると言われてい

ます。哺育牛や育成牛は特に寒さに弱く、１４℃を下回ると増体等に使うエネルギーも体温

維持に使ってしまいます。

哺育牛の防寒対策の例とし

①すきま風を防ぐ

②敷料を多めにし、牛体の乾燥を保ち、体温が奪われるのを防ぐ

③カーフジャケットやネックウォーマーを利用して保温効果を高める

④ハロゲンランプや遠赤ヒーター等の暖房器具で温める

⑤余ったポリ容器等にお湯を入れ、湯たんぽ代わりにしておく

など、上記のような対策法があります。

特に牛の体を濡らしてしまうのはとても体温が奪われやすいため可能な限り濡らさないよ

うにすることが大切です。

寒冷対策をして保温する事も大切ですが、同時に換気も大切です。

換気をせずに閉めきっていると湿気やアンモニアガスが発生し、呼吸器病の原因になりま

す。直接風が当たってしまうと余計に寒く感じてしまいます。そのため、直接当てないよう

にしながら、日中などに換気を行う事が大切です。

これからの寒い冬を乗り切るために参考にして頂ければ幸いです。
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JAグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡグループ北海道では、令和３年11月16日に、第30回ＪＡ北海道大会を開催いたしました。本大

会は、グループの基本方針を確認し関係者の意識を統一することを目的に、3ヵ年に1度、全道から

組合員の皆さんの代表者が札幌に集まり開催しているものです。

今回の大会では、グループの将来ビジョン“北海道550万人と共に創る

「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」”を実現すべく、令和

４～６年度におけるグループの基本目標として、「ＪＡ運営の好循環

に向けて対話の成果を実践」「ＪＡ運営の好循環を支える人づくり・

ＪＡ経営の強化」が定められました。

本決議をもとに、組合員･ＪＡ･連合会一丸となって、ＪＡ運営のス

パイラルアップに繋がるよう取り組みましょう。

特殊詐欺被害については、新聞・テレビなどで連日

報道されている通り、新たな手口が拡がるなど大き

な社会問題となっています。ＪＡバンク北海道では

、１１月～１月にかけ、道内のＪＡバンク店舗でご

来店者に対する声かけ運動を行うとともに、ＳＴＶ

ラジオでオリジナルコーナーを設け、北海道警察の

専門家から、詐欺の手口や気を付けるポイントを説

明いただくなど、啓発活動に取組んでいます。

ＪＡバンクでは、引続き北海道警察と

連携し、特殊詐欺被害の撲滅に向け取

組んで参ります。

ＪＡ共済連では、地域社会貢献活動の一環

として、昭和５０年から毎年道内各市町村

の消防本部に救急車を寄贈しております。

今年度の寄贈台数は３台であり、十勝地区

の中札内消防署、留萌地区の羽幌消防署、

上川地区の上富良野消防署に寄贈いたしま

す。当年度の救急車の寄贈が完了しますと、

寄贈させていただきました台数は累計で２

１２台となります。今後も行政とＪＡとの

連携を図りながら、組合員ならびに地域住

民に安心と安全の提供を続け

るように努力してまいります。

ホクレンは、北海道日本ハムファイターズと共同

で取り組んでいる「北海道農業応援プロジェク

ト」の一環として、10月1日に札幌ドームで開催さ

れた北海道日本ハムファイターズ vs 埼玉西武ラ

イオンズ戦に協賛し、「ホクレン北海道農業応援

ナイター」として試合が行われました。試合観戦

に訪れた来場者に向けて北海道農畜産物のＰＲや

農業への理解を深めてもらおうと特設ブースを設

置。ホクレン大収穫祭などの

チラシを配布するほか、大型ビ

ジョンでＣＭ放映を行うなど

ＰＲ活動を行いました。

組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健

康を守るため、本会事業の積極的な啓発推

進を図ることを目的として、広報誌「すま

いる」を発行しております。年３回発行し

ており、様々な医療・健康情報を発信して

おります。本号ではプレゼント企画も行っ

ております。ＱＲコードからＷｅｂ上で閲

覧・応募が可能となっておりますので、ぜ

ひご応募ください。

ＪＡ北海道信連 ＪＡ共済連北海道

ホクレン

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介します。

各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧くだ

さい。

ＪＡ北海道厚生連

↑大会実行委員長挨拶を述べる中央会小野寺会長


